
提出課：

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 30 項 5 目 2

その他 一般財源

△ 684

△ 200千円

△ 100千円

△ 107千円

△ 290千円

50千円

△ 37千円

（財源内訳の詳細　単位：千円）

補助(充当)率 交付税措置率

令和８年第２回定例会

議案説明資料 農林水産課

議案番号 35 令和７年度大山町一般会計補正予算（第13号）

農林水産業費 農業費 農業総務費

事業番号 180 事業名 農業総務費（一般）

総合計画における位置づけ

根拠法令・要綱等

今回補正額の財源内訳

国庫支出金 県支出金 地方債

102,266 △ 684

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

職員手当等

　扶養手当

　通勤手当

　期末手当

　勤勉手当

共済費

　共済組合負担金

旅費

　普通旅費

款-項-目-節-細節 説明名称 補正前の額 補正額

対象
（誰、何に対してか）

農林水産課職員 33　どこにお金を使うのか、誰が担うのか
を見直そう

「大山町魅力向上の５本柱」
における位置づけ

行財政改革による持続可能なまちづくり

補正前 今回補正額

事
業
の
目
的

意図・成果
（対象をどのような状態にし

たいのか）
安定した公務の遂行を支援する。

【補正理由】
　決算見込みによる増減。

【補正内容】
　農林水産課職員の共済組合負担金の執行見込みによる増
額。



提出課：

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 30 項 5 目 5

その他 一般財源

4 0

4千円

（財源内訳の詳細　単位：千円）

補助(充当)率 交付税措置率

令和８年第２回定例会

議案説明資料 農林水産課

議案番号 35 令和７年度大山町一般会計補正予算（第13号）

農林水産業費 農業費 農地費

事業番号 214 事業名 水と土保全対策基金事業

総合計画における位置づけ

根拠法令・要綱等

国庫支出金 県支出金 地方債

105 4

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

積立金

　水と土保全対策基金積立金

款-項-目-節-細節 説明名称 補正前の額 補正額

65-5-2-1-1 水と土保全対策基金利子 105 4

対象
（誰、何に対してか）

農業用排水路利用者 28　目の前のかけがえのない風景を守
り、自然の力を活かそう

所信表明「５本柱」
における位置づけ

４．安心で快適なまちづくり

大山町水と土保全対策基金条例

補正前 今回補正額

事
業
の
目
的

意図・成果
（対象をどのような状態にし

たいのか） 農業用用排水路等の維持管理及び整備促進

【補正理由】
　各基金残高に応じた基金運用利息の再配分による増額。

【補正内容】
　水と土保全対策基金積立金　4千円



提出課：

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 30 項 5 目 5

その他 一般財源

△ 250

△ 340千円

40千円

（財源内訳の詳細　単位：千円）

補助(充当)率 交付税措置率

100％、50％

令和８年第２回定例会

議案説明資料 農林水産課

議案番号 35 令和７年度大山町一般会計補正予算（第13号）

農林水産業費 農業費 農地費

事業番号 1528 事業名 農村整備事業

総合計画における位置づけ

根拠法令・要綱等

国庫支出金 県支出金 地方債

23,345 △ 300 △ 50

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

委託料

 農道橋点検業務委託料

 農道橋補修設計業務委託料

款-項-目-節-細節 説明名称 補正前の額 補正額

60-10-30-5-5 農村整備事業補助金 16,550 △ 50

対象
（誰、何に対してか）

農業従事者等
07　一次産業にあこがれる人を増やそう

所信表明「５本柱」
における位置づけ

４．安心で快適なまちづくり

鳥取県土地改良事業補助金交付要綱

補正前 今回補正額

事
業
の
目
的

意図・成果
（対象をどのような状態にし

たいのか）
老朽化した農道橋の点検診断を行い、修繕してい
くことでインフラ機能の延命を図る。

【補正理由】
　決算見込みによる増減。

【補正内容】
　補修設計業務委託料の実績により、点検業務委託料から補
修設計業務委託料に流用する。点検業務委託料は、実績に
よる減額。



提出課：

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 30 項 5 目 6

その他 一般財源

29

29千円

（財源内訳の詳細　単位：千円）

補助(充当)率 交付税措置率

令和８年第２回定例会

議案説明資料 農林水産課

議案番号 35 令和７年度大山町一般会計補正予算（第13号）

農林水産業費 農業費 農業施設運営費

事業番号 1457 事業名 中山活性化センター運営費

総合計画における位置づけ

根拠法令・要綱等

今回補正額の財源内訳

国庫支出金 県支出金 地方債

459 29

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

需用費

　光熱水費

款-項-目-節-細節 説明名称 補正前の額 補正額

対象
（誰、何に対してか）

施設利用者
13　普段から健康な暮らしを意識しよう

所信表明「５本柱」
における位置づけ

４．安心で快適なまちづくり

大山町中山農村活性化施設条例
大山町中山農村活性化施設規則

補正前 今回補正額

事
業
の
目
的

意図・成果
（対象をどのような状態にし

たいのか）

住民の研修と地域間交流の場として活用するため
の施設の維持管理に必要な経費。

【補正理由】
　施設電気料金が不足するため必要額を増額。

【補正内容】
　電気料金不足額　28,819円



提出課：

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 30 項 15 目 1

その他 一般財源

183

183千円

（財源内訳の詳細　単位：千円）

補助(充当)率 交付税措置率

令和８年第２回定例会

議案説明資料 農林水産課

議案番号 35 令和７年度大山町一般会計補正予算（第13号）

農林水産業費 水産業費 水産業振興費

事業番号 245 事業名 水産業振興費（一般）

総合計画における位置づけ

根拠法令・要綱等

今回補正額の財源内訳

国庫支出金 県支出金 地方債

2,624 183

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

負担金補助及び交付金

　水産多面的機能発揮対策

　鳥取地域協議会補助金

款-項-目-節-細節 説明名称 補正前の額 補正額

対象
（誰、何に対してか）

水産漁業者
07　一次産業にあこがれる人を増やそう

所信表明「５本柱」
における位置づけ

１．経済と産業の発展

大山町水産多面的機能発揮対策事業
費補助金交付要綱

補正前 今回補正額

事
業
の
目
的

意図・成果
（対象をどのような状態にし

たいのか）

育てる漁業の推進や漁業者等の負担軽減により、
漁業経営の安定を図る。

【補正理由】
　海水温上昇等により悪化したアラメ等の藻場を復旧・回復す
るため、緊急的にムラサキウニの駆除等を実施することによ
る、国の「海洋環境の変化に対応した漁場保全緊急対策事
業」の実施に伴う増額補正。

【補正内容】
　水産多面的機能発揮対策鳥取地域協議会補助金
　 183千円
　漁業者等で構成される活動組織が、国の水産多面的機能
発揮対策事業を活用して行う藻場保全活動について支援す
る。



提出課：

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 30 項 15 目 3

その他 一般財源

17 50

50千円

17千円

（財源内訳の詳細　単位：千円）

補助(充当)率 交付税措置率

令和８年第２回定例会

議案説明資料 農林水産課

議案番号 35 令和７年度大山町一般会計補正予算（第13号）

農林水産業費 水産業費 漁港管理費

事業番号 855 事業名 漁港管理費（一般）

総合計画における位置づけ

根拠法令・要綱等

今回補正額の財源内訳

国庫支出金 県支出金 地方債

16,159 67

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

需用費

　光熱水費

積立金

　漁港建設事業推進基金

　積立金

款-項-目-節-細節 説明名称 補正前の額 補正額

65-5-2-1-1 漁港建設事業推進基金利子 151 17 

対象
（誰、何に対してか）

漁港（御崎・御来屋・平田） 28　目の前のかけがえのない風景を守
り、自然の力を活かそう

所信表明「５本柱」
における位置づけ

４．安心で快適なまちづくり

大山町漁港管理条例
大山町漁港建設事業推進基金条例

補正前 今回補正額

事
業
の
目
的

意図・成果
（対象をどのような状態にし

たいのか）

町が管理する３漁港（御崎・御来屋・平田）の施設
を適切に維持管理する。

【補正理由】
・漁港電灯について、電気料金の高騰により不足が生じたた
め。

・各基金残高に応じた基金運用利息の再配分による増額。

【補正内容】
・漁港電灯電気料金不足額　50千円
　令和７年４月～令和７年１２月の実績に基づき、漁港（御崎・
御来屋・平田）電灯電気代の増額。

・漁港建設事業推進基金積立金　17千円



提出課：

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 30 項 15 目 4

その他 一般財源

△ 600

△ 635千円

635千円

（財源内訳の詳細　単位：千円）

補助(充当)率 交付税措置率

100％ 70％

令和８年第２回定例会

議案説明資料 農林水産課

議案番号 35 令和７年度大山町一般会計補正予算（第13号）

農林水産業費 水産業費 漁港建設費

事業番号 1322 事業名 海岸保全施設整備事業

総合計画における位置づけ

根拠法令・要綱等

国庫支出金 県支出金 地方債

62,000 0 600

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

委託料

　御来屋漁港海岸改修工事積算業務委託料

工事請負費

　御来屋漁港海岸護岸改修工事（4工区）

款-項-目-節-細節 説明名称 補正前の額 補正額

90-5-30-27-12 海岸保全施設整備事業 0 600 

対象
（誰、何に対してか）

御来屋漁港海岸保全施設長寿命化計画策定業
務のうち特に老朽化が著しく、また地元より修繕要
望のあった海岸施設

28　目の前のかけがえのない風景を守
り、自然の力を活かそう

所信表明「５本柱」
における位置づけ

４．安心で快適なまちづくり

漁港区域に係る海岸メンテナンス事業実
施要綱

補正前 今回補正額

事
業
の
目
的

意図・成果
（対象をどのような状態にし

たいのか）

修繕計画にある海岸施設の改修　L=212.5ｍ
　（事業期間　R4からR8）
　令和5年度　L=79.0ｍ施工済

【補正理由】
　工事について追加工事が見込まれることから、実績見込み
で委託料を減額し、工事請負費に流用する。



提出課：

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 30 項 15 目 4

その他 一般財源

1,200

1,000千円

△ 1,000千円

（財源内訳の詳細　単位：千円）

補助(充当)率 交付税措置率

50％

100％ 70％

令和８年第２回定例会

議案説明資料 農林水産課

議案番号 35 令和７年度大山町一般会計補正予算（第13号）

農林水産業費 水産業費 漁港建設費

事業番号 1610 事業名 漁港施設機能強化事業

総合計画における位置づけ

根拠法令・要綱等

国庫支出金 県支出金 地方債

24,000 0 △ 600 △ 600

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

委託料

　御来屋漁港東防波堤改修工事測量設計業務委託

　御来屋漁港東防波堤測量設計積算業務委託

款-項-目-節-細節 説明名称 補正前の額 補正額

60-10-30-15-4 漁港建設経費県補助金 11,500 △ 600

90-5-30-27-16 漁港施設機能強化事業 11,500 △ 600

対象
（誰、何に対してか）

漁港就業者及び漁港利用者 28　目の前のかけがえのない風景を守
り、自然の力を活かそう

所信表明「５本柱」
における位置づけ

４．安心で快適なまちづくり

水産基盤整備事業補助金交付要綱

補正前 今回補正額

事
業
の
目
的

意図・成果
（対象をどのような状態にし

たいのか）

御来屋漁港東防波堤について、防波堤の天端が
一段低くなっているため、越波が頻発し、船舶の
故障の恐れがある。
防波堤の嵩上げ及び消波ブロック設置により、越
波による被害を防止したい

【補正理由】
　費用対効果算定業務が必要となったため、積算業務委託
料等から流用し、測量設計業務内で実施する。

　・費用対効果算定業務（補助対象外）　　　　２，２００千円
　　　積算業務（補助対象外）より流用　　　　  １，０００千円
　　　測量設計業務（補助対象）より流用　　　 １，２００千円

＜財源＞
　　　　　　　　　　当初予算　　変更予算　　増減　　（千円）
補助対象      　２３，０００　　　２１，８００　　　　△１，２００
国費　　　　　　　１１，５００　　　１０，９００　　　　　　△６００
起債　　　　　　　１１，５００　　　１０，９００　　　　　　△６００
一般財源　　　　　　　　０　　　　　　　　０　　　 　　 １，２００　


